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楊梅（やまもも）の利用に関ずる研究　第1報　・
やまもも果実の成長と成分の変化について
　　　　　　　　　山　　本　　龍　　男
　　　　　　　　　（艮学部　貝芸ｲ1漂教室）　　　　　　　｀’
　　　１　緒　　　　言　　　　　　　　　　　　　　　、
　やまもも(myrjca rubra Sieb et Zucc･）は一名楊梅とも云い本州中部以南暖地海岸に多く生じ
支那に分布する常緑喬木で往々人家栽植される。雌雄異株で高さlf耳、径lmに逢する事があり多くｏ
核を分けて円ぐ繁茂する。4月開花し6～7月に成然して径1.5～2011-.c暗紫色多汁の核果を得る。又果
実の大小色等に依り、多くｏ品種が区別され中砥白果を結ぶシロモモと呼ばれるもｏもある。一般に
果実は隔年結果になる傾向が強く又熟して後腐敗し易い。根には放絲状薗に原因する根疵が生じ窒素
固定作用が行はれるのではないかと考へられている。
　高知県に於ては気候条件が好的な関係上、この木が多く県下全休に渉つて高知県林務課調査に依れ
ば91､722本に達する。然し大部は野生０鎧放置している為結果成熟共に悪く生食に利用せられている
のはこ０中０極く一部に過ぎない。又この利用せられるものも、やまももの性質上結実成熟０期間が
短く成熟後直に落果腐敗するため実際に生食されるものは更に又この中の一肩分に過ぎない。
　こ０多量０見捨て去られている資源を利用し特に生果資源０少い高知県に於て取り上げやまももＯ
育成を計り、更に高知県果実園芸発展ｏ緒となればぷ考へｔ本研究に着手したのである。
　第一報に於てはやまもも０利用に関しては先づ果実を第一にするのは当然であり、果実を利用する
なれば果実の有する特性を調べ、之０生理的な成長変化をも朔にしなければならない０でこｐ点につ
いて実験を行った０である。
　　　n　賓　験　材　料
　長岡郡桐生村、同十市村、香美郡佐古村０三個所のやまももを採集して実験に供した。特に成熟変
化を調をするため毎日探集を行った０は桐生村、橋詰氏の所有する中山、亀造の二品種で（之等は何
れも樹令約80年2）之等０本の中比較的太xｒヽ核を選びこ０枝の果実０干均した成熟程度のものを採集し
て材料とした。（摘果に依･る残留果実への影響は殆んど無いように注意したのであ゛名。）
　又中山及び亀造０二品種は県下生食に利用されるやまももの中その数量も多く又愛好されている代
表的なも（Z）である。特に亀造は核も小さく酸味も少いとして最良０ものとされている。
　本年は隔年結果０明確なや圭もも０豊作０廻り年で実験開始は６月６日であった。然しこの頃は果
実も未だ青く小さく市場にもそ０姿はなく誰もやまもも０事は口の端に限そない頃である。そして一
ヶ月後の７月６日頃には成熟落果が終りこ０頃には既にやまももの話は終る０である。こ０ようにや
まももは成熟も早く且く落果腐敗も早い果実である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｔ）
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Ⅲ　賓　験　方　法
第一報に於ては成熟中の変化を主として対象にしたため連日又は隔日に果実を･採集して
1）果実lOOg中の粒（個数）
2）　1粒当り０重量（瓦数）
3）果実lOOg中果肉０重さ（瓦数）
4）果実lOOg中果桐の重さ（瓦数）
5j）果実中果核の占める割合（重量％）
6）1粒中の核の重さ（瓦数）
7）’果実lOOgより得られる汁液量（ｅｃ数j）
｡之は仝果を圧倅し布を以て絞り取った汁液の量である。
8）ふ汁中に於ける全酸度（ｃｃ数）汁液10c、ｃ、を-jQ-.JJaOHでフェノールフタレｙを指示薬とし
　　て滴定した数字で示す。
9）果汁中に於ける湿元糖量（％j）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
10）果汁中に於ける全糖量（％）
之等は何れもBertrand法で測定し、葡萄糖として表はした量である。
皿賞験結果Ａ
　第一表　高知県下に於けるやまもも分布
　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和２６年６月現在
地　　　　　　　域 植　樹　　面　　積 本　　　　　　　数．へ
安　　　　芸　　　　郡 6,836 68,HG5. .･，
香　　　　美　　　　郡 256 2,595
長　　　　岡　　　　郡 213 2,778
土　　　　佐　　　　郡 0.05 50
高　　　　知　　　　市 0.03 30
吾　　　川　　　郡 　　　　　　n.M
1
3,0S9
高　　　　岡　　　　郡 165 :,6;>0
幡　　　多　　　郡 1,8'JO 13,915
計 り,162 91,722
樹　　今　　別
1～5 jl£ 6～1U年 11～20年 21～50年 ５１．～年
4,754木 25,f)-?0木 15,479木 39,100木 6,541木
（2⊃
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第二表　成熟と成分刃変化イ
採集日時 天　候 品　　種 観　　察　　事　　項 味 lOOgの粒数
　　　(個)
1個当りの
重さ　（g）
６ハI　10時 晴
中山(Å)
固くや･,黄色味を幣ぶo粒大体掴
ふo
非常に酢つば
くやに臭い
120 0.83
亀造･（Ｂ） 固く、中山よりやｋ胃いように苑
える、粒やいF揃。
同上 116 0.86
9/M 10 晴
(Ａ) 固く、黄色度や･･進む。
酸味ひどく
やに臭い
r06 0.93
(Ｂ) 中山に比較して資く又粒が小さ
tヽO
同上 lH 0.90
11/M Iり
晴 　
ヽ
(A) 成,熱度やｋ進むもなほ惜色の部多
χgy）
酸味
　減少せず
94 1.06
(Ｂ) 中山に比較して成熟遅れる。 同上 110 0.9り
13/Ⅵ1り 晴
(A) 相当成熟し色調良好となる。
酸味残るが
甘味出る
42 2.38
(B) 一部成熟するも看邑の方が温に勝
る。
酸味未だ大
である
84 1､19
H/AI Iり 曇
(A) 成熟や･,進む。 勁謔宋 40 2.50
(B) 前日と余り変らず。
酸味未だ大
きい
78 1.28
15/"＼I 10 設ょ
り降雨
(A) 昨夜よりの降雨で成熟進み、商品
価値出る。
やに臭み殆
んど取れる
34 2.94
(B) 急激に成熟した揉に昆える。
酸味未だ残
る
50 2.00
16/Ⅵ10
　曇
前日節日
　雨
(Ａ) 前日と変らず。
やまももの
味
30 3.33
(B) 更に成熟する。
や１甘味に
欠ぐ
51 1.95
18/M 10 晴
(A) 一部落果始める。
やまももの
味　　ｊ
'゛　　3り ｀'｀　　3.33
(Ｂ) 成熟よし。
.商品価蔭生
ず
44 2.27
9/M 10 晴
(Å) 一部落果、成熟完全。 美味 28 3ゐ7
(B) 一部落果始める。 美味 40 3.50
第
一
一
- 表　成熟と成分０変化　ロ
（３）
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1 r-.I w　　　l　　A　1　　　　　82.2
1　　　　　17､81　　　　　O.ri2 1　　　　　17.7　　　　　　　　　　66.0
ｊ　ｔ
Ｂ 8り.1 lll.O り.39 10.9 6り.0
16ハ|
Å ・　　　　85.り iri.o 0.5り 】5.U 65.0
Ｂ ’‘SI.り 19.り り.37 19.1 63.り
18/Ⅵ
Ａ ８ｙ２ 1屯8 0.4'.･ U,8 6S.0
J3 79.8 20.2 り.45 2り.2 60.り
９／Ｕ
Ａ 84.5 13..') り.53 14.9 G4.り
Ｂ 81.8 18.2 り.45 18.り 64.U
第四表成.熟と成分の変化ハ
犬 品　狸 果　汁　中　に　於　け　る 全果笑中に於ける酸度勝c数） 還元糖％ 非還元鸚％ 全貌％ 酸　旦　％ 糖　包　％
6/Ⅵ
Å 19:l.3 1.51 0.04 1.55 3.24 0.4S
Ｂ 16り.5 1､洵 り.り3 1.8り 3.79 り.53
9/M
Ａ ・Vii.i 2.75 り.21 3.'.}6 i!.,S8 l.OS
J3 136.5 2.8り u.lo 2.9り %i-> U.S7
11/M
Ａ 8U･9 4.54 り.6り 5.n 1.G4 2.り4
｣3 S5.S ;>u7 り.23 8.:-'>2 2.04 .1.り5
13/vr
Ａ 20.5 8jり り.5U 9.りり 1.14 5.76
｣3 :;g.o i>.ly U.lli 5.-10 u.g;> 1.72
14戌
Å 24.2 S.77 り6r; 9.匍 om 5.78
H :::o.9 4.o] l.]4 5.65 0.74 ■O ･>(>
15/＼I
Ａ 19.り S.oo U.57 D.I2 り.75 6.引
J3 22.8 6.87 U.48 7.25 U.81 4.S5
16ハ1
Ａ 18.り S.I3 U.4r) S.r,s 0.7り 0.87
B 21.2 ６ふり り4') d.9o り.8り i.r-,7
]8/M
Ａ 16.:? 8.74 り.40 9.U U.64 6.りい
J4 18.り G.7り り.2､j 6.90 0.6i 4.14
2り/Ⅵ
Å 13.1 8.9G ‘0 46 0.42 り.46 6.17
13 14.4 7.54 り.51 8.り5 り.55 5.48
Ｑ ４ ゝ
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賓験結果.Ｂ
　同時比較試験として６月23日香剪
態を観察した。
　又６月12日には長岡郡十市村に於て探集し和生村０二品種と比較して見た。
　又６月24日和生村採集０も０は将に落果しようとする程度の最然のもの０みを集めた。（然しこＯ
場合自然落下と多量摘果後のためこれら０も０は非常に良く成熟し衣=も０であった。j）
第五表　成分変化０比較
萱
地
採集
日　時
１観　察　事　狽
:oogの
粒数
1個当り
の重さ
　(g)
1り卯中 旬Ogより
の液汁
　（c、c）
酸　度 還元糖 全　糖診）
核の重さ
佐
古村 ズ
育く粒数多く固い
甘味なく　酸味大
85 60.5 29.0 37 48j 1.02 2.10
十
市村 Ｎ
Ａ 相当成熟してい
る
38 2.63 78.5 21.O 58 2り.U 7.15 7.60
Ｂ
やｘ成熟遅れるも
稲生村の９よ1,早い
b2 1.92 75.5 34.5 45 2G.4 4.U0 4.44
稲
生月 ダ
Ａ 暗紫色を呈す 24 5.0り 88.6 U.4 63 7.67 １り.0］ 13.U4
J3 瀧赤色を呈す 34 3.94 87.0 38.0 62 io.6:i 8.2S ９ｊ５
４
３
??
瓦数･
　日助
附表１　　１個の重量噌加曲線
　　　　　　　　　　　　　-
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果実に対する
　　種７の割合
ふ7 8 9 10 11 12 13 14 15 15 17 18 19 20 21 22 23 2j!
????
???
　　　　６
(9-)　　５
　　　　４
????
１
亙歌 日数
附表　1∇
う↑液の全椛
及汁液の酸度
日12 13
??
旧19 20 21
ふ
23 24
C.C
????
8D’
???
????
?????
??
１０
一 一 一 一 一 一
　　　Ｖ考　　察
　１、各種０成熟曲線に見る様に品種上に於て０中山０方が成熟が若干早い（早生）。且つ粒も大き
く糖分も多い。栽培者よりは亀造０方が良品種とされているがこれは粒がやＸ揃っている位０利点で
ある。核が小さく果肉０多い事が賞讃されているが実際０分柝結果は之に反するのである。中山は総
て０点で優れているように思える。唯成長がより急激なだけ落果腐敗が早いのかも知れない。こ０点
は今後０試験を要す応点である。
　２、又糖含量は9～10幣止りであり、これより後は落果する。葡萄に劣り林檎程度である。又そＯ
有機酸は糖生成と逆比例して減少する。殆んどすぺて０有機酸は糖に令成されるものと考へられるが
直接果実内で合成される０か或は他０所へ運ぼれ糖になって後果実に集積せられる０か不明である。
そ０合成過程と共忙今後研究しなければならない。
　３、果実は他に例を見ない程急激な成長を示す。例へば中山の糖含量は２日間、亀造は３～４日
間で完全未熟が完仝成熟へ移行する。又そ０酸含量は10日間に於て1/10乃至それ以上に減少し、果汁
０量に至っては共に２日閥で最上に迪すろ０である。葡萄、林檎０比ではない。これら０強烈な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6j）
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metabolismはやまももの最も大きな特徴である事を見出した。それならぱ明確に示すやまももＣ隔
年結果の現象が栽培者０云ふように樹木の休養のために起るとすればこの強烈なmelaboiismより見
て肯定出来ると考へられ､る。そして又多量結果しそれ等が良く成熟している木はmelabolisinの為落
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●I　●葉も非常に多く、結果０悪い成熟の不良な木は葉が青々と茂っているのである。そして隔年結果現象
０一因子としてこれが考へられるならそ０防除方法も自ら出て来ると思う。
　４、雨に依り成熟が急に高まると普通叱考へられ叉それを期待したが曲線に見ろように中山に於て
は成熟後のため不明であり、亀造に於ては一応急上昇したように思へるが丁度そ０日が急上昇０過程
にあったのであって降雨がなくてもこのまs､成長していたように考えられる。これ等は数多くの実験
を経なければならない。
　５、比較試験に於て野生のものは品質優に劣るがこれは管理によっての改良は容易であらう。
　又十市村は桐生村よりやｋ早く成然したが地理的な気候状況より考へられる事でありやまももは飽
くまで亜熱幣的樹木である事を証明している。（十市村は桐生村の南側にありそ０中間に小高い山が
存在している。j）
　又大量に摘果した時の残留果実は標準以上に成然したがこれは当然であらう。そして現在１粒当り
重量中山で5g、亀造で3g、糖分は中山t1％、亀造9塀程度が最高である。
　６、糖に於ては殆んど還元糖であり、非還元糖０量少く、蜜柑に於けるように成熱中特異な還元糖
と非還元糖の変移は見られなかっ六=。
Ⅶ，結 盾y
１、やまももの成熟は急激なも０であり２日乃至５日で未熟より完熟に至るものである。そしてこＯ
　激しいmetabolismにより隔年結果現象がより明確になると推論出来る。
２、他０果実より比較的酸量多く成熟に伴って急減し糖増加と逆比的であるが糖噌加中止後も減少し
　て行く事を見出した。
３、中山、亀造０二品種に於て中山０方が成分的にやＸ勝れている事を見出した。そしてその糖含量
　は成熟０も０で7～10％程度√一粒の皿:量3～4g、汁液量65μであ゛り、中山は核が大きいと云ふ世
　上０欠点も核量％に於ては逆に小さいも０であった。
４、高知県下に於ては生食されるやまもも０量は僅か数ガにも達しない現状を調をしてやまももが加
　工資源として充分なものである事が結論出来る。
　終に臨み、本研究は京都大学片桐英郎先生の御指導に依るも０である事を記して感謝０意を表しま
す。獄、専攻学生田中君、研究員藤印君０労を謝します。本研究は昭和26年７月22日日本農芸化学会
関西例会に於て講演した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和26年６月30日
（７ﾐ）
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SUMMARY
　　　　　　　　　二奴j
(昭和26年９月3岫受理j)
Studies on the Utilization Methods of Yamamomo Plants
　　I In Regard tｏ･the Eelation with the Ripeness
　　　　and the Change of Components of Fruits
　　　　　　　　　by Tatsuo Yajmamoto
　　(,Am-ktぶｕ,･alchc.niiy.d£ぶ/･?岬,七万?柚･cfaculty.瓦diびnitersily)
1) As the ripeiaessof Yamamomo ｆｎ]ilsare very rapid】y ８ｄ theふciralioij of ripeness
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　　　　　　　sare 2~5 days, it will　be　able　fo supposeﾀ　Ihe　phenomeBa of　every　other　yearﾀﾞS
fructification are　due to its acutely metabolism･
2) It was fo皿d that Ihe quant ily of organic acids　were　more excess　conipare with
another f mils,“nd decreased rapidly jn propo川on t0 the ripeness of fruits and followed
the jncreafe of sugar with inverse proportionaly･
3) Nakaya!!fia (one species) were　better　th陥　Kamezo (another Species) in quality,
maxinium Sugar (?onients 7～10 "/o,weigh* of one fruit ｗ“S3～4gﾀquaaiily of juice in
fruii M'as 65 o/,,were　found (00. So-called defect of Ｎ心叩皿lら　have　large　seeds, were
mistaken, in reality they had SII!allseed proportion to frui{8 body･
4) It considered that the tnauufactnring of Yamamonio fruits are hopeful in many point
in kochi prefecture｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Receiver! September 30j 195 1 )
（８）
